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日本企業外貨建て債券ファンド2016-03
（為替ヘッジなし） 
愛称：ボンドジャパン 

運用報告書(全体版)
 

第１期（決算日2016年９月９日） 
 

作成対象期間（2016年３月18日～2016年９月９日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 単位型投信／内外／債券 
信 託 期 間 2016年３月18日から2020年９月９日までです。 

運 用 方 針 

日本企業外貨建て債券マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、わが国の政府、政府機関、
地方公共団体および企業（国内外の連結子会社および持分法適用関連会社を含みます。）が発行する先進国通貨建て（日本円を除きま
す。）の公社債（劣後債等を含みます。以下「先進国通貨建て公社債」といいます。）ならびに日本を含む先進国の国債、政府保証債お
よび地方債等（以下「日本を含む先進国の国債等」といいます。）を主要投資対象とし、信託財産の成長を図ることを目的として運用
を行うことを基本とします。 
実質組入外貨建て資産については、原則として為替ヘッジを行いません。 

主な投資対象 
日本企業外貨建て債券ファンド 
2016-03（為替ヘッジなし） 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、先進国通貨建て公社債ならびに日本を含む
先進国の国債等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 先進国通貨建て公社債ならびに日本を含む先進国の国債等を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

日本企業外貨建て債券ファンド 
2016-03（為替ヘッジなし） 

外貨建て資産への実質投資割合には制限を設けません。 
株式への直接投資は行いません。株式への投資は、転換社債を転換したもの等に限り、株式への実質
投資割合は信託財産の純資産総額の５％以内とします。 

マザーファンド 
外貨建て資産への投資割合には制限を設けません。 
株式への直接投資は行いません。株式への投資は、転換社債を転換したもの等に限り、株式への投資
割合は信託財産の純資産総額の５％以内とします。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）から、利子・配当等収益等の水準および基準
価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジなし）

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

受 益 者
利 回 り

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

元 本
残 存 率(分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 額

期 中
騰 落 率

(設定日) 円 円 円 ％ ％ ％ ％ ％

2016年３月18日 10,000 － － － － － － 100.0

１期(2016年９月９日) 9,376 0 △624 △6.2 △12.9 94.9 － 98.0
 
＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドでは、マザーファンドを通じ、主としてわが国の企業が発行する先進国通貨建て（除く円）の社債（劣後債を含む）ならびに日

本を含む先進国の国債、政府保証債および地方債等に投資しておりますが、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等

はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券
先 物 比 率 騰 落 率

(設定日) 円 ％ ％ ％

2016年３月18日 10,000 － － －

３月末 9,994 △0.1 75.2 －

４月末 9,827 △1.7 95.8 －

５月末 9,988 △0.1 95.6 －

６月末 9,307 △6.9 95.3 －

７月末 9,503 △5.0 95.2 －

８月末 9,468 △5.3 95.0 －

(期  末)  

2016年９月９日 9,376 △6.2 94.9 －
 
＊騰落率は設定日比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジなし）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。なお、当ファンドは単位型投信であり、実際には分配金は再投資されませんのでご留意ください。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は6.24％の下落 

基準価額は、設定時10,000円から当作成期末には9,376円となりました。 

 

当ファンドの基準価額は以下の要因により変動しました。 

（上昇）日本国内発行体の外貨建て社債の保有による高水準のインカムゲイン（利子収入） 

（上昇）保有の日本国内発行体の外貨建て社債利回りの低下（債券価格の上昇）によるキャピ

タルゲイン（値上がり益） 

（下落）円高進行に伴い、為替要因がマイナスとなったこと 

  



品 名：90001_132075_001_04_日本企業外貨建て債券ファンド 2016-03（為替ヘッジなし）_646717.docx 

日 時：2016/10/13 12:43:00 

ページ：3 

 

－ 3 － 

日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジなし）

○投資環境 

当作成期末の海外クレジットスプレッド（国債との利回り格差）は当作成期首比で縮小しま

した。３月から６月中旬にかけては、予想を上回る米国経済指標や原油価格の上昇に加え、ECB

（欧州中央銀行）の社債買入政策導入などを背景にクレジットスプレッドは縮小基調で推移し

ました。６月下旬には英国のEU（欧州連合）離脱の是非を問う国民投票において離脱支持派が

勝利したことで、世界経済の先行き不透明感の高まりから海外クレジットスプレッドは欧州金

融セクターを中心に一時拡大する場面もあったものの、世界的に金融緩和政策が強化されると

の観測が高まったこともありスプレッド拡大は限定的なものにとどまりました。その後は

FOMC（米連邦公開市場委員会）において先行きの利上げ見通しについて慎重な見方が維持さ

れたことやBOE（英中央銀行）が政策金利引き下げや国債買入増額および社債買入政策の実施

を決定したことなどを背景に、世界的に金融緩和環境が継続する下で海外クレジットスプレッ

ドは縮小基調で推移しました。日本国内発行体の外貨建て社債に関しても、海外クレジットス

プレッドの縮小や、足元の堅調な企業業績を背景にスプレッドは堅調に推移しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジなし）］ 

親投資信託である［日本企業外貨建て債券マザーファンド］受益証券の組み入れを高位に維

持しました。 

 

［日本企業外貨建て債券マザーファンド］ 

わが国の政府、政府機関、地方公共団体および企業が発行する先進国通貨建て（日本円を除

く）の公社債（劣後債等を含む）ならびに日本を含む先進国の国債、政府保証債および地方債

等を主要投資対象とし、信託財産の成長を図ることを目的として運用を行いました。 

 

＜当作成期中の主な動き＞ 

（１）2016年３月の設定以降、市況動向や市場の流動性等を勘案しながら銘柄選定を行ない、

2016年４月にはポートフォリオ構築が完了しました。４月末時点で、国別比率について

は、日本を９～10割程度とし、その後期末にかけて、その比率をほぼ維持しました。 

（２）４月末時点の格付比率は、AA格が１割程度、A格が８割程度、BBB・BB格を１割程度と

し、その後期末にかけて、その比率をほぼ維持しました。 

（３）デュレーション（初回コール日に償還された場合）については、当作成期末には4.2年程

度となりました。 
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日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジなし）

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドでは、マザーファンドを通じ、主

としてわが国の企業が発行する先進国通貨建

て（除く円）の社債（劣後債を含む）ならびに

日本を含む先進国の国債、政府保証債および地

方債等に投資しておりますが、値動きを表す適

切な指数が存在しないため、ベンチマーク等は

ありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

（１）収益分配金については、利子・配当等収益等の水準および基準価額水準等を勘案し、今

期は分配金支払いを見送りました。 

（２）留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジなし）

◎今後の運用方針 

［日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジなし）］ 

日本企業外貨建て債券マザーファンド受益証券を高位に組み入れます。 

 

［日本企業外貨建て債券マザーファンド］ 

先進国通貨建て公社債の中から、ファンドの信託期間内に満期償還または繰上償還を迎える

公社債を中心に、信用力、利回り水準、流動性等を考慮し、投資対象銘柄を選定します。 

 

ファンドの信託期間内に償還を迎える銘柄については、原則として満期償還日まで持ち切

り、信託期間終了後に満期償還日または繰上償還可能日を迎える銘柄については、原則として

信託期間終了日前に売却することを基本とします。 

 

保有する日本国内発行体の信用ファンダメンタルズ（基礎的条件）に関しては足元懸念は小

さく、引き続き保有継続とする方針ですが、引き続き国内外の景気動向や金融政策動向、為替

等の市況動向が企業業績に与える影響をモニターしつつ、各銘柄の信用力状況の変化を注視し

てまいります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジなし）

○１万口当たりの費用明細 (2016年３月18日～2016年９月９日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 42  0.432 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (20)  (0.208) ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (20)  (0.208) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.016) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） そ の 他 費 用 1   0.007  (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.005) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.001) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.001) 信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 43   0.439   

期中の平均基準価額は、9,681円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊その他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2016年３月18日～2016年９月９日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
日本企業外貨建て債券マザーファンド 243,000 243,000 5,167 5,000

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジなし）

○利害関係人との取引状況等 (2016年３月18日～2016年９月９日) 

 

＜日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジなし）＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
預金 62 62 100.0 62 62 100.0

 

＜日本企業外貨建て債券マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
為替直物取引 2,552 100 3.9 42 － －

預金 11,487 11,487 100.0 11,487 11,487 100.0

平均保有割合 9.4%   
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村

信託銀行です。 

 

○組入資産の明細 (2016年９月９日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円

日本企業外貨建て債券マザーファンド 237,832 223,728
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

  

利害関係人との取引状況 

親投資信託残高 
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日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジなし）

○投資信託財産の構成 (2016年９月９日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

日本企業外貨建て債券マザーファンド 223,728 98.0

コール・ローン等、その他 4,585 2.0

投資信託財産総額 228,313 100.0
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊日本企業外貨建て債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（2,358,541千円）の投資信託財産総額（2,406,271千円）

に対する比率は98.0％です。 

＊外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝102.28円。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2016年９月９日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 228,313,372  

 コール・ローン等 4,584,772  

 日本企業外貨建て債券マザーファンド(評価額) 223,728,600  

(B) 負債 1,008,086  

 未払信託報酬 1,005,674  

 未払利息 6  

 その他未払費用 2,406  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 227,305,286  

 元本 242,427,369  

 次期繰越損益金 △ 15,122,083  

(D) 受益権総口数 242,427,369口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,376円
 

（注）設定年月日2016年３月18日、設定元本額は247,373,946円、期首

元本額は247,373,946円、期末における元本残存率は98.0％、１

口当たり純資産額は0.9376円です。 

○損益の状況 (2016年３月18日～2016年９月９日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 △       935  

 支払利息 △       935  

(B) 有価証券売買損益 △   167,959  

 売買損 △   167,959  

(C) 有価証券評価差損益 △14,103,441  

(D) 信託報酬等 △ 1,023,373  

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △15,295,708  

(F) 解約差損益金 173,625  

(G) 計(Ｅ＋Ｆ) △15,122,083  

(H) 収益分配金 0  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △15,122,083  
 
＊損益の状況の中で(D)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元

本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円
 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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日本企業外貨建て債券マザーファンド
運用報告書

 
第１期（決算日2016年９月９日） 

 
作成対象期間（2016年３月18日～2016年９月９日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 

運 用 方 針 

わが国の政府、政府機関、地方公共団体および企業（国内外の連結子会社および持分法適用関連会社を含みます。）が発行する先進国
通貨建て（日本円を除きます。）の公社債（劣後債等を含みます。以下「先進国通貨建て公社債」といいます。）ならびに日本を含む先
進国の国債、政府保証債および地方債等（以下「日本を含む先進国の国債等」といいます。）を主要投資対象とし、信託財産の成長を
図ることを目的として運用を行うことを基本とします。 
外貨建て資産については、原則として為替ヘッジを行いません。 

主な投資対象 先進国通貨建て公社債ならびに日本を含む先進国の国債等を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
外貨建て資産への投資割合には制限を設けません。 
株式への直接投資は行いません。株式への投資は、転換社債を転換したもの等に限り、株式への投資割合は信託財産の純資産総額の
５％以内とします。 
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日本企業外貨建て債券マザーファンド

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期
基 準 価 額

債   券
組 入 比 率

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額 

期 中
騰 落 率

(設定日) 円 ％ ％ ％ 百万円

2016年３月18日 10,000 － － － 2,563

１期(2016年９月９日) 9,407 △5.9 96.4 － 2,406
 
＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドでは、主としてわが国の企業が発行する先進国通貨建て（除く円）の社債（劣後債を含む）ならびに日本を含む先進国の国債、

政府保証債および地方債等に投資しておりますが、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券
先 物 比 率 騰 落 率

(設定日) 円 ％ ％ ％

2016年３月18日 10,000 － － －

３月末 9,997 △0.0 76.6 －

４月末 9,834 △1.7 97.5 －

５月末 10,006 0.1 97.2 －

６月末 9,320 △6.8 96.9 －

７月末 9,526 △4.7 96.8 －

８月末 9,498 △5.0 96.5 －

(期  末)  

2016年９月９日 9,407 △5.9 96.4 －
 
＊騰落率は設定日比です。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

  

－ 10 －
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日本企業外貨建て債券マザーファンド

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

 
 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は5.93％の下落 

基準価額は、設定時10,000円から当作成期末には9,407円となりました。 

 

当ファンドの基準価額は以下の要因により変動しました。 

（上昇）日本国内発行体の外貨建て社債の保有による高水準のインカムゲイン（利子収入） 

（上昇）保有の日本国内発行体の外貨建て社債利回りの低下（債券価格の上昇）によるキャピ

タルゲイン（値上がり益） 

（下落）円高進行に伴い、為替要因がマイナスとなったこと 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

わが国の政府、政府機関、地方公共団体および企業が発行する先進国通貨建て（日本円を除

く）の公社債（劣後債等を含む）ならびに日本を含む先進国の国債、政府保証債および地方債

等を主要投資対象とし、信託財産の成長を図ることを目的として運用を行いました。 

 

＜当作成期中の主な動き＞ 

（１）2016年３月の設定以降、市況動向や市場の流動性等を勘案しながら銘柄選定を行ない、

2016年４月にはポートフォリオ構築が完了しました。４月末時点で、国別比率について

は、日本を９～10割程度とし、その後期末にかけて、その比率をほぼ維持しました。 

－ 11 －
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日本企業外貨建て債券マザーファンド

（２）４月末時点の格付比率は、AA格が１割程度、A格が８割程度、BBB・BB格を１割程度と

し、その後期末にかけて、その比率をほぼ維持しました。 

（３）デュレーション（初回コール日に償還された場合）については、当作成期末には4.2年程

度となりました。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドでは、主としてわが国の企業が発

行する先進国通貨建て（除く円）の社債（劣後債

を含む）ならびに日本を含む先進国の国債、政府

保証債および地方債等に投資しておりますが、

値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベ

ンチマーク等はありません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

 

 

 

 

 

◎今後の運用方針 

先進国通貨建て公社債の中から、ファンドの信託期間内に満期償還または繰上償還を迎える

公社債を中心に、信用力、利回り水準、流動性等を考慮し、投資対象銘柄を選定します。 

 

ファンドの信託期間内に償還を迎える銘柄については、原則として満期償還日まで持ち切

り、信託期間終了後に満期償還日または繰上償還可能日を迎える銘柄については、原則として

信託期間終了日前に売却することを基本とします。 

 

保有する日本国内発行体の信用ファンダメンタルズ（基礎的条件）に関しては足元懸念は小

さく、引き続き保有継続とする方針ですが、引き続き国内外の景気動向や金融政策動向、為替

等の市況動向が企業業績に与える影響をモニターしつつ、各銘柄の信用力状況の変化を注視し

てまいります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

  

－ 12 －
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日本企業外貨建て債券マザーファンド

○１万口当たりの費用明細 (2016年３月18日～2016年９月９日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） そ の 他 費 用 1  0.006 (a)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (1)  (0.005) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ そ の 他 ） (0)  (0.001) 信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 1   0.006   

期中の平均基準価額は、9,696円です。  

 
＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2016年３月18日～2016年９月９日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

外 

国 

  千米ドル 千米ドル 
アメリカ 特殊債券 602 － 

 社債券（投資法人債券を含む） 21,673 － 
 
＊金額は受け渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

＊単位未満は切り捨て。 

＊社債券（投資法人債券を含む）には新株予約権付社債（転換社債）は含まれておりません。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2016年３月18日～2016年９月９日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
為替直物取引 2,552 100 3.9 42 － －

預金 11,487 11,487 100.0 11,487 11,487 100.0
 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村

信託銀行です。 

 

公社債 

利害関係人との取引状況 

－ 13 －
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日本企業外貨建て債券マザーファンド

○組入資産の明細 (2016年９月９日現在) 

 

(Ａ)外国(外貨建)公社債 種類別開示 

区    分 

当 期 末 

額面金額 
評  価  額 

組入比率
うちBB格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率 

外貨建金額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

 千米ドル 千米ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％

アメリカ 21,245 22,678 2,319,591 96.4 8.0 43.5 47.4 5.5

合 計 21,245 22,678 2,319,591 96.4 8.0 43.5 47.4 5.5
 
＊邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

＊組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

＊S&PおよびMoody'sの両者の格付けのうちいずれか高い方を採用しております。 

 

(Ｂ)外国(外貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘         柄 

当 期 末 

利  率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日
外貨建金額 邦貨換算金額 

アメリカ ％ 千米ドル 千米ドル 千円  

  
特殊債券 
(除く金融債) 

JAPAN BANK FOR INTL COOP 1.75 600 602 61,635 2020/５/28

  普通社債券 DAI-ICHI MUTUAL LIFE 5.1 1,000 1,113 113,837 2049/10/29

  (含む投資法人債券) MEIJI YASUDA LIFE INSURA 5.2 1,500 1,704 174,323 2045/10/20

   MITSUBISHI UFJ LEASE&FIN 2.5 920 935 95,643 2020/３/９

   MITSUBISHI UFJ TR & BANK 2.45 1,700 1,728 176,803 2019/10/16

   MITSUI SUMITOMO INSURANC 7.0 1,600 1,938 198,218 2072/３/15

   MIZUHO BANK LTD 2.45 1,800 1,825 186,726 2019/４/16

   NIPPON LIFE INSURANCE 5.1 1,746 1,942 198,680 2044/10/16

   NISSAN MOTOR ACCEPTANCE 2.35 1,491 1,517 155,183 2019/３/４

   SOFTBANK GROUP CORP 4.5 1,800 1,878 192,158 2020/４/15

   SOMPO JAPAN INSURANCE 5.325 1,700 1,914 195,827 2073/３/28

   SUMITOMO MITSUI BANKING 3.95 738 804 82,286 2023/７/19

   SUMITOMO MITSUI BANKING 3.95 750 820 83,889 2024/１/10

   SUMITOMO MITSUI TR BK LT 1.8 1,300 1,301 133,070 2018/３/28

   SUNTORY HOLDINGS LTD 2.55 1,300 1,324 135,474 2019/９/29

   TOYOTA MOTOR CREDIT CORP 2.15 1,300 1,328 135,830 2020/３/12

合 計 2,319,591  
 
＊邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

＊額面・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

外国公社債 

－ 14 －
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日本企業外貨建て債券マザーファンド

○投資信託財産の構成 (2016年９月９日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

公社債 2,319,591 96.4

コール・ローン等、その他 86,680 3.6

投資信託財産総額 2,406,271 100.0
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊当期末における外貨建て純資産（2,358,541千円）の投資信託財産総額（2,406,271千円）に対する比率は98.0％です。 

＊外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝102.28円。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2016年９月９日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 2,406,271,096  

 コール・ローン等 54,947,856  

 公社債(評価額) 2,319,591,166  

 未収利息 31,069,604  

 前払費用 662,470  

(B) 負債 67  

 未払利息 67  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,406,271,029  

 元本 2,557,832,041  

 次期繰越損益金 △  151,561,012  

(D) 受益権総口数 2,557,832,041口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,407円
 

（注）期首元本額は2,563,000,000円、期中追加設定元本額は０円、期

中一部解約元本額は5,167,959円、１口当たり純資産額は0.9407

円です。 

（注）当マザーファンドを投資対象とする投資信託の当期末元本額

・日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジあり） 2,320,000,000円

・日本企業外貨建て債券ファンド2016-03（為替ヘッジなし） 237,832,041円

○損益の状況 (2016年３月18日～2016年９月９日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 36,453,190  

 受取利息 36,457,716  

 支払利息 △      4,526  

(B) 有価証券売買損益 △188,031,376  

 売買益 41,894,020  

 売買損 △229,925,396  

(C) 保管費用等 △    150,785  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △151,728,971  

(E) 解約差損益金 167,959  

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) △151,561,012  

 次期繰越損益金(Ｆ) △151,561,012  
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(E)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、

元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 

 

 

－ 15 －
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＜お申し込み時の留意点＞

販売会社の営業日であってもお申し込みの受付ができない日（以下 ｢申込不可日｣ といいます。）が
あります。
お申し込みの際には、これらの申込不可日に該当する日をご確認のうえ、お申し込みいただきますよ
うよろしくお願いいたします。

（2016年9月9日現在）
年　月 日
2016年9月 －

10月 －
11月 11、24
12月 26、27

※	2016年12月までに該当する「申込不可日」を現時点で認識しうる情報をもとに作成しておりますが、諸事情等により
突然変更される場合があります。
したがって、お申し込みにあたってはその点についても十分ご留意下さい。また、諸事情等による申込不可日の変更は、
販売会社に連絡いたしますので、お問い合わせ下さい。
なお、弊社ホームページ（http://www.nomura-am.co.jp/）にも掲載いたしております。
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